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(3) ネマチックースメクチック Aースメクチックc-スメクチック A型のリエントラント現象を示す新
しい系を見い出しているo
(4) 円盤状化合物であるテトラフェニノレポノレフィリンの p一アルキノレおよびアノレコキシ誘導体の液晶性
を検討し，両者は互いに著しく異なった相転移挙動を示すことを見い出し，後者は中間相を示さない
のに対し，前者は中間相的な相を示すことを明らかにしている o
(5) 棒状化合物のネマチック相と等方性液体相および結晶相における光電導挙動を比較検討し，ネマチ
ック相における挙動は固体である結晶相よりはむしろ同じ流動相である等方性液体相での挙動に近い
ことを明らかにしているo また，新たに流動性を有する相において負性抵抗を示すことを見い出して
いるo
(6) ポルフィリン誘導体の相転移に伴う光電導挙動を検討し，相転移による大きな光電流変化を見い出
している o
以上のように，本論文は分子内に複素芳香環を含む新しい化合物について，合成，液晶性，ならびに
光電導挙動に関して，数多くの重要な知見を得ており，その成果は有機材料化学の分野において学術的
にも工学的にも寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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